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薬学教育の変遷

従来型：知識重視で技能、態度教育が不足

現場に就職した薬剤師は 自己学習や経験によ→現場に就職した薬剤師は、自己学習や経験によ
って、不足している技能および態度の部分と専門的
臨床知識を補ってきた臨床知識を補ってきた

社会のニーズ：「医療現場で活躍する薬剤師」

H.8年頃より、医学教育改革の
動きと連動して、「知識・技
能・態度」をバランス良く含

臨床教育の充実が必須となり、6年制へ移行となった

能 態度」をバランス良く含
む教育が必要となった

臨床教育の充実が必須となり、6年制 移行となった



事前学習日程

○講義（40コマ）：学内教員以外に、
病院・薬局薬剤師、臨床検査技師
CRC、感染制御専門薬剤師、がん
専門薬剤師など9名の外部講師を
招聘

学○実習・演習（84コマ）：学内教員
8名以外に、非常勤講師26名にて
実施

○実習は、6つのセクションを学生10
～20名のグループがローテーション
する方法で実施する方法で実施



使用テキスト等使用テキスト等使用テキスト等使用テキスト等



授業計画の項目・内容 講義詳細 担当者

1 事前学習計画
事前学習を行うにあたり、学習の目標、方略、評価方法ならびに学習のスケジュ

ールの説明を行う。
髙田

2 概要説明１ 計数調剤・計量調剤実習の目的・方略・評価方法の概要について説明する。 髙田・北小路

3 概要説明２ 製剤・処方解析実習の目的・方略・評価方法の概要について説明する。 木村・石渡

4 概要説明３ 患者応対・服薬指導実習の目的・方略・評価方法の概要について説明する。 松山・大鳥

医療における病院薬剤師の役割・使命について説明する また 病院薬剤師とし
5 病院薬剤師の役割

医療における病院薬剤師の役割・使命について説明する。また、病院薬剤師とし
て遵守すべき医療倫理についても説明する。

森山

6 薬局薬剤師の役割
医療における薬局薬剤師の役割・使命について説明する。また、病院薬剤師とし

て遵守すべき医療倫理についても説明する。
府薬

7 薬剤師と法律
薬剤師としての社会的責任を果たすために必要な法律の知識について概説する

。また、調剤や不適切処方の疑義照会における法的根拠についても説明す
る。

西山

薬物療法を行うにあたり必要となる患者情報の収集および活用方法について説
8 薬物療法と薬剤師

薬物療法を行うにあたり必要となる患者情報の収集および活用方法について説
明する。また、チーム医療を適正に実施するために必要となる医師、看護師
などの医療スタッフとの患者情報の共有化の重要性についても説明する。

木村

9 がん化学療法と薬剤師
がん専門薬剤師の業務を通じてチーム医療における薬剤師の役割と責任につい

て概説する
中西9 がん化学療法と薬剤師

て概説する。
中西

10 製剤
薬剤師が行う代表的製剤について説明する。また、無菌製剤を行うにあたり必要

となる無菌操作について説明する。
石渡

11
処方せんの理解と不適

切処方の取り扱い

調剤の基礎となる処方せんを理解するための基礎知識について解説する。また
、不適切な処方せんとその適切な措置についても説明する。処方オーダリ
ングシステムについても言及する。

北小路



生涯学習研修会（平成21年度）

○１回目 9月26日（土） テーマ：がん

1)みんなで取り組もう～がん対応チーム医療～

2)癌分子標的治療の最近の話題2)癌分子標的治療の最近の話題

3)大腸癌～診断と治療～

○２回目 10月17日（土） テーマ：感染症

1)抗菌薬の現状と新薬開発の展望

感染制御から感染症治療 薬剤師が果たすべき役割2)感染制御から感染症治療へ～薬剤師が果たすべき役割
を考える～

3)PK・PD理論に基づいた肺炎治療

○３回目 11月14日（土） テーマ：最近のトピックス

1)後発医薬品：安心・適正使用推進の為に!!
～医療人・患者として、最小限必要な知識とは？～

2)少子高齢化社会の医療政策と未病

3)改正薬事法について ～新たな一般用医薬品販売制度)
への対応は～



コア講義と学習記録（ポートフォリオ）

非常勤講師による

コア講義



事前学習の概要

調剤1（計量調剤）

①処方せんと調剤、②リスクマネ－ジメント、③調剤時の注意点と疑義照会

調剤2（計数調剤、鑑査）

①処方せん鑑査、②計数調剤、③調剤鑑査

薬剤情報薬剤情報

①薬剤情報を有効利用した臨床薬学管理、②TDMを指標とした処方設計

③医師への疑義照会③医師 の疑義照会

無菌製剤

①特別な配慮を要する医薬品、注射薬、消毒薬、②無菌操作法

③院内製剤

コミュニケーション１

①薬剤師に必要なコミュニケ ション能力の確認 ②薬剤師による薬品情①薬剤師に必要なコミュニケーション能力の確認、②薬剤師による薬品情

報提供、③特に注意を要する薬品情報提供

コミュニケーション２ケ シ ン

①薬局カウンターでの患者応対、②病棟ベッドサイドでの初回面談

③特に注意を要する患者応対



事前学習（計数調剤・鑑査）

計数調剤計数調剤

疑義照会疑義照会 疑義照会内容の発表疑義照会内容の発表



計量調剤

散剤調剤散剤調剤 分割・分包実習分割・分包実習

水剤調剤水剤調剤 軟膏剤調剤（混合）軟膏剤調剤（混合）



無菌操作

エアーシャワーエアーシャワー 手洗いの模様手洗いの模様

点滴の調製点滴の調製



コミュニケーション（患者応対、情報の提供など）

ﾌｨｼﾞｶﾙﾌｨｷﾞｭｱﾌｨｼﾞｶﾙﾌｨｷﾞｭｱ

ﾌｨｼﾞｶﾙﾌｨｷﾞｭｱﾌｨｼﾞｶﾙﾌｨｷﾞｭｱ

聴診の様子聴診の様子 瞳孔反射の確認瞳孔反射の確認

患者応対（模擬薬局）患者応対（模擬薬局） 服薬指導（ベッドサイド）服薬指導（ベッドサイド）



コミュニケーション（患者応対、服薬指導など）

OOＴＣ薬実習（カウンタ にて）ＴＣ薬実習（カウンタ にて） 服薬指導（外来患者）服薬指導（外来患者）

SPSP（模擬患者）（模擬患者）

OOＴＣ薬実習（カウンターにて）ＴＣ薬実習（カウンターにて） 服薬指導（外来患者）服薬指導（外来患者）

模擬医師への疑義照会もあり模擬医師への疑義照会もあり

SPSP（模擬患者）（模擬患者）

服薬指導（外来患者）服薬指導（外来患者） 服薬指導（外来患者）服薬指導（外来患者）

SPSP（模擬患者）（模擬患者）



模擬患者（SP）の会 会員数：約30名

TATA

SP

全体講習会全体講習会 ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲの模様ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲの模様

SP

現役の薬剤現役 薬剤
師



評価者養成講習会



事前学習見学会（H.21.11）

近隣の薬剤師会、病院から約近隣の薬剤師会、病院から約3030名の参加名の参加



当学部におけるカリキュラムの特徴

1年次 早期体験学習（薬局・病院見学、病

棟体験実習ほか）、自校学習、WS、

人体臓器見学、基礎ゼミ人体臓器見学、基礎ゼミ

2 3年次 医薬連携教育プログラム2～3年次 医薬連携教育プログラム

4年次 実務実習事前学習

－ OSCE CBT －－ OSCE、CBT －

5年次 長期実務実習（各11週間ずつ）

全学年 生涯教育研修会



早 期 体 験 学 習早 期 体 験 学 習 病院実務実習特 色

早期体験学習とは？

薬学部での学習に対するモチベ シ ンを早い段薬学部での学習に対するモチベーションを早い段
階から高めることを製薬会社、研究所、行政機関
など 卒業生が活躍するさまざまな現場を見聞すなど、卒業生が活躍するさまざまな現場を見聞す
る。

製薬企業見学製薬企業見学

ＡＥＤ講習会

人体臓器見学

などなど

School of School of School of 
PharmacyPharmacyPharmacy

Kinki UniversityKinki UniversityKinki University



病院見学（近大狭山病院）

事前講義事前講義 東洋医学研究所にて東洋医学研究所にて

治験管理室にて治験管理室にて 中央検査部にて中央検査部にて



病院見学（薬剤部）

調剤室にて調剤室にて

医薬品情報室にて医薬品情報室にて 麻薬管理室にて麻薬管理室にて



大阪府薬剤師会（試験室）大阪府薬剤師会（試験室） 大阪府薬剤師会（医薬品情報室）大阪府薬剤師会（医薬品情報室）大阪府薬剤師会（試験室）大阪府薬剤師会（試験室） 大阪府薬剤師会（医薬品情報室）大阪府薬剤師会（医薬品情報室）

エイジレスセンターエイジレスセンター
での介護体験での介護体験



人体臓器見学



病棟体験学習

近大医学部附属
病院（病棟実習） 医学部研究棟病院（病棟実習） 医学部研究棟

（事前講義）



病棟体験実習病棟体験実習

近畿大学医学部附属病院において、病棟体近畿大学医学部附属病院において、病棟体
験実習を通して患者中心のチーム医療を体
験するとともに 医療スタッフの一員として倫験するとともに、医療スタッフの 員として倫
理的素養、コミュニケーション技能等について
学ぶ学ぶ。 態度教育態度教育

◎病院内において、特に患者さんは皆さんを
医療スタッフと認識します。言動や態度に十分医療スタッフと認識します。言動や態度に十分
注意して、積極的に体験学習に取り組んでく
ださいださい。



事前講義事前講義 病棟薬剤師とともに病棟薬剤師とともに事前講義事前講義 病棟薬剤師とともに病棟薬剤師とともに

ナースステーションにてナースステーションにて 病室にて病室にて



医薬連携教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（3年生：H.21.10月）



医薬連携プログラム（TBL）医薬連携 （ ）

ＳＧＤ様式ＳＧＤ様式







ＴＢＬの模様ＴＢＬの模様



各チームの発表各チームの発表各チ ムの発表各チ ムの発表




